放流状況調査実施要領
平成23年９月７日制定
第１　目　的
さけ・ます資源高品質化推進事業（水産庁補助事業）の高品質化適地放流調査において、さけ・ます資源高品質化推進事業事務取扱要領第２により、増殖主体ふ化場と業務請負契約により実施するさけ種卵の耳石温度標識施標業務を円滑に推進することを目的とする。
第２　調査の委託機関
この調査は、特別な専門的技術を必要とすることから、実施規程第12条第２項に基づき、独立行政法人水産総合研究センター東北区水産研究所に委託する。
２．調査委託は、委託契約書を締結して実施するものとする。
第３　調査対象増殖主体ふ化場
以下の増殖主体ふ化場を対象に調査を実施する。
	増殖主体ふ化場名
	住　　　　所
	備考

	下安家ふ化場
	〒028-8202　九戸郡野田村大字玉川2-14
	

	田老川第３ふ化場
	〒027-0333　宮古市田老字古田154
	

	津軽石ふ化場
	〒027-0203　宮古市津軽石8-108
	

	織笠川ふ化場
	〒028-1361　下閉伊郡山田町織笠16-3-15
	

	大槌川ふ化場
	〒028-1131　下閉伊郡大槌町大槌14-153
	

	盛川ふ化場
	〒022-0007　大船渡市赤崎町字石橋前10-7
	


第４　調査の実施内容
調査対象の増殖主体ふ化場において、耳石温度標識の施標に係わる次の事項を内容とした調査を実施する。
（１）対象増殖主体ふ化場の種卵収容計画について、耳石温度標識施標作業を見据えて計画されているかを確認し、助言を行う。
（２）水温調整装置の稼働にあたり、該当ふ化場の施標パターンどおりにプログラム設定がなされているかを確認し、合わせて管理水温の変動を把握する。
（３）施標済み種卵の管理について、耳石温度標識稚魚の生産見込尾数を確認し、放流までの管理予定を把握する。
附　　則
この要領は平成23年９月７日から実施する。
